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第10回国際伝統医薬シンポジウム・富山（2005)
主催 国際伝統医薬シンポジ、ウム実行委員会
（富山医科薬科大学和漢薬研究所， 21世紀COE富山推進委員会，富山県）
日時 平成 17年7月 14日（木）' 15日（金）
fミ』 ＋ム究E7.jヨ 富山県民会館304号室（富山市新総曲輪4・18)
テーマ 「伝統医薬学の新展開一国際調和と独自性，経験知と先端科学j
会費 無料
第 1回国際伝統医薬シンポジウムが富山で開催されてから合年で早や 10回目を迎える。この 10年間
で世界の伝統医薬学を巡る状況は大き＜変わり、西洋医薬学を相補する医薬学として位置付けが明確に
なった。また、日本では大学における医学・薬学教育の中に和漢薬を概説でさることが義務付けられ、
伝統医薬学を次世代に引き継ぐ体制が整いつつある。研究面では漢方の「証Jを、先端科学を用いて解
析する研究が開始され、伝統医薬学の有用性が立証されつつある。このような伝統医薬学の新展開は世
界各国で起こっており、これまで人類の健康に貢献してきた伝統医薬学が確実に承認されてきている。
その反面で、健康食昂の氾濫、資源の問題等、解決すべき問題も生じている。高齢化社会を迎えている
国々、一方で貧困に端ぐ国々では、伝統医薬学は益々重要になるものと考えられ、その要望に応える意
昧からも 10年目を迎えた今回、今後の伝統医薬学の進むべき道を確認するために、世界各地の伝統医
薬学者が一同仁会し、各国の現状や研究の進展とその方向性などについて意見変換を行うことを目的に
して本シンポジウムを開催した。招待した外国人講演者7名、日本人講演者9名から世界まだは各国に
おける伝統医学の現状並びに最新の研究成果が発表され、活発な討論が行われた。参加者は 146名を数
え、その内外国人は49名（13力国）であった。プログラムを以下に記す。
7月14日（木） 学術討論会第一日目
｜．国際調和・国際連携
演題 1：伝統医薬分野におけるWHOの戦略と活動
Choi Seung Hoon （世界保健機構西太平洋地域事務局 伝統医学専門官，フィリビン）
演題 2：ハ－パルメデ、ィシンのフ？ーマコビジランス－漢方薬からのレッスン－
津谷喜一郎（東京大学大学院薬学系研究科教授）
1.伝統医学のさき CPー ユルヴェーダ、ユナ二一、漢方）
演題 3：工ビデンスに基づく漢方医療：日本の現状
嶋田豊（富山医科薬科大学医学部教授）
演題 4: 21世紀における伝統医学のグローパル化に向けた重要課題：異なる伝統・文化聞の
垣根を越えた伝統医薬の昂質，安全性及び有効性に関する現代的標準の構築
Darshan Shankar （伝統医学活性化財団理事長，インド）
演題 5：ユナ二一医学における新展開：有効性
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Usman Ghani Khan （ハムダード大学東洋医学部教授，パキスタン）
演題 6：漢方薬の臨床試験：チャレンジ、とレッスン
渡辺賢治（慶慮義塾大学医学部朗教授）＆
Gregory Adams Plotnikoff （ミネソタ大学医学部朋教授， 7メリカ）
7月15日（金） 学術討論会第二日白
川．天然物化学研究の新展開
演題 7: Polygala属植物の化学成分及び生物活性に関する研究
屠鵬飛（北京大学医学部薬学院教授，中国）
演題 8: y力ネ科薬用資源植物に含有されるインドールアルカロイドの化学的研究
高山虞光（千葉大学大学院薬学研究院教授）
演題 9：タイ産薬用植物に含まれる生理活性天然物の生合成研究：
Croton stellatopilosusにおける GeranylgeraniolとPlaunotolの形成
Wanchai De-Eknamkul （チユラロンコン大学薬学部 朗教授，タイ）
演題 10：薬物代謝変換の科学技術を駆使した天然物からの新薬開発
き予 躍中（ブリストルマイ7ー ズスクイブ薬局研究所 副所長，アメリ力）
IV.若手研究者による新風
演題 11：栄養飢餓条件下で選択的に毒性を示す天然物の探索：抗癌剤探索の新手法
Suresh Awale （富山医科薬科大学和漢薬研究所朗手）
演題 12：腸管特殊上皮M細胞の生理機能及び遺伝子発現プロファイルの解析
長谷耕二（理化学研究所免疫？レルギ一科学総合研究センター 研究員）
演題 13:：和漢薬を用いた病態制御生理機構解明の試み
東国道久（富山医科薬科大学和漢薬研究所朗教授）
v.生化学研究の新展開
演題 14：肥満と脂質代謝に対するPlatycodinsaponinsの作用
盆永植（ソウル大学天然物科学研究所教授，韓国）
演題 15：漢方医学における「証」のプロテオミクス解析とテーラーメード医療の確立
済木育夫（富U医科薬科大学和漢薬研究所教授）
VI.薬用資源開発
演題 16：中国の Ephedra属植物資源とその遺伝的多様性
垣内 信子（金沢大学大学院自然科学研究科・薬学部閉教授）
総合討論
（文責小松かつ子）
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